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昔 日 の機器 (31)
J.M.A-FAX-R-66型
無線模写受画装置
（ホーガン式）
日電型名 FH-96RB 
艘作年月 1967年 2月
製造番号 71号
日本電気株式会社
現在身近なものとなりましたファクシミリは
有線通信回線又は無線通信回線のどちらかが主
として使用されて情報交換が行われていると
うことができます。
ファクシミリとは国際的には「静止影像（中
間調の有無を問わない）を固定的な形で再現す
るために伝送する電信（国際電気通信条約
附属書に定める一般的意義を有する）の形態」
（国際電気通信条約附属無線通信規則 116)と定
められ，また国内的には「電波を利用して永久
的な形に受信するために静止影像を送り又は受
けるための通信設備」（電波法施行規則第2条
23号）と定義されています。
ファクシミリの原理は天保 14(1843)年アレキ
サンダー・ベイン（英人）が発明していますから，
気通信による情報交換の手段としては電信に
次いで古い歴史があります。嘉永元 (1848)年
ベークウエルが円筒式写真電送方式を考案，こ
の両者の原理を使用したファクシミリの機器で
カセリ（例）がバリ・リオン間で実用通信をした
という記録があります。
大正 14(1925)年AT&Tファクシミリが米
国で開発され，翌年米国大陸で有線写真業務が
始まりました。
わが国でも大正14(1925)年当時の逓信省が
コルン式写真電送機 OOを使用し，東京・大阪
間で最初の実験を行い，翌大正 15(1926)年12
月にはベラン式写真電送機（仏）によって有線及
び短波無線通信回線のそれぞれで実験が行われ
ています。
昭和3(1928)年国産NE式写真電送機が完成
し，同年11月10日昭和天皇御大典の写真報道を
機会に専用写真制度が制定されて，新聞社及び
通信社に限って使用できるようになりました。
このときに使用された機器は， 国産NE式のほ
かにベラン式写真電送機及びシーメンス式写真
電送機①し）などの装置を輸入して使用しており
ます。
一般のためには，昭和5(1930)年，東京・大
阪間で公衆写真業務が始まりました。
ファクシミリの関連用語として写真電送，及
び模写電送などがあります。
写真は気象庁が使用しておりました機器です
から多くの前身校卒業生が使用したことでしょう。
（日本無線史，電写研究会雑誌1967年11月，
「ファクシミリの歩み：松下電送株式会社」参照）
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